
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

                       

 

新入児たちも庭が楽しいと伝えてくれ、「ゾウさん滑り台で遊ぶ」と目的をもって登園することができて

います。毎日事務所によって人数報告をしてくれています。その時に「今日は何して遊ぶの」と毎日声をか

けていますが「今日もゾウさん滑り台だよ」と楽しそうに教えてくれています。入園前から外から見えるゾ

ウさん滑り台でずっと遊びたかったと話を聞き、不動保育園の人気につながっているのだと感じました。 

4月の全体保護者総会に出席いただきありがとうございました。 

これからも保護者の皆様に協力をいただきながら園運営を進めていきたいと思います、よろしくお願いいた

します。総会の時使用したパワーポイントを使って、クラス懇談会でも子どもたちの様子をお知らせいたし

ます。お忙しいとは思いますが参加をお待ちしています。 

春の健康診断（全園児） 

ポニー教室 （5歳児） 

春の遠足  （4，5歳児） 

 

中旬 ・避難訓練（全園児） 

   ・身体計測（全園児） 

 

5歳児クラス懇談会 

1歳児クラス懇談会 

4歳児クラス懇談会 

 

＊3歳児室にて 16：30～18：00の予定で行いま

す。 

子どもたちの姿や、今年度の保育についてなど 

パワーポイントを使用しながらお話していきたいと

思います。

 

鱗の折り紙を選んで貼り、目は

自分たちで描き入れました。 

 

 

紙テープで鱗を表現しまし

た。色をそろえる子いろい

ろな目や口を描き入れ個性

豊かに出来上がりました。 

 

手作り鯉のぼりを作りました。絞り染め

ができるようにビー玉を輪ゴムで付け

染めてから外していきました。「きれい

に染まってる」と出来上がりにとても満

足している様子でした。目は自分たちで

好きな色に塗り入れました。鯉のぼりの

色も「私はピンク」と楽しそうに色を選

び「あー泳いでいる」と、嬉しそうに見

上げていました。 

 

 

  

令和 7年 5月 1日 

不動保育園園長 

 

端午の節句に合わせて 3、4、5歳児クラ

スで鯉のぼりを制作しました。 



 

チューリップ組（1歳児クラス） 

 新しい環境にも慣れて、それぞれが好きな遊びを楽し

む姿が出てきました。「しぇんしぇ～」「おいで～」と可愛

い声で呼び、行ってみるとパック積み木の囲いの中で「ご

しごし」といいながらお風呂ごっこを楽しんでいました。

保育士も一緒に遊んでいると他で遊んでいた子も「なんだ

なんだ」と楽しそうな様子に囲いの中に入ろうとしていま

す。「ごしごし」という言葉に合わせて囲いの外で屈伸し

て参加しているつもりの子もいます。様々な遊びの中から

自分の好きな遊びが見つかるように保育士も一緒に遊び

楽しさを共有していきたいと思います。 

 

タンポポ組（２歳児クラス） 

 新入児は初めの頃、進級した子を「この子」と呼んでいたの

ですが保育士や他の友達が「～ちゃん」と呼んでいるのを聞い

ていたのか、ある日園庭で砂場のカップを持って赤い実を摘ん

でいた友達の横に同じようなカップを持って座り「～ちゃん」

と名前を呼んでいました。呼ばれた子は「え？」と一瞬驚いた

顔をしたのですが嬉しそうに笑い、二人で赤い実を摘み、カッ

プが満杯になると保育士に見せにきました。「いっぱいあった

ね」「二人で摘んできたの？」と聞くと「うん！」と嬉しそうに

持って歩いていきました。保育士や友達と遊ぶ中で友達と一緒

にいる楽しさや嬉しさに気づき、関わりを楽しめるように見守

ったり仲立ちをしたりしていきたいと思います。 

 
コスモス組（3歳児クラス） 

「入園進級おめでとう会」という幼児クラスの集会に参加

しました。今までは見て楽しむお客さんとして参加してい

ましたが、今回は「いつもと違うみたいだぞ・・・？」と

不思議そうな顔をしています。部屋で「お名前言えるかな」

と声をかけたのもあり、ホールでは落ち着かない様子でき

ょろきょろしては、保育士の姿を視界にいれてホッとして

いる様子でした。緊張した雰囲気の中張り切って元気よく

名前とマークを言える子もいれば頷くので精いっぱいの子

と様々でした。これから幼児クラスの一員として様々な活

動があります。たくさんの刺激を受けながらも楽しんで参

加できるように気持ちに寄り添い、一緒に進めていきたい

と思います。 

ヒマワリ組（５歳児クラス） 

年長クラスとしての様々な活動の一つに「人数報告当番」があります。事務所や調理室に人数を報告するのですが「去年の

ヒマワリさんもやってた！」と憧れのヒマワリ組の仕事を自分達がやれるという誇らしげな気持ちと「うまくできるかな？」と

いう不安な気持ちが交錯しているようです。友達が頑張っている姿を自分に重ね合わせているのか、お友達が当番をやり終えて

ホッとしたような表情で戻ってくると「頑張ったね！ナイス！」と声をかけ労う姿がありました。様々な活動を乗り越えて自信

を積み重ねていけるように見守っていきたいと思います。 

 

 

マーガレット組（4歳児クラス） 

４・５歳児クラスで風船送りリレーをホールでしました。昨年

も異年齢でゲームや集団遊びを楽しんでいましたが、３歳児の

時は周りからフォローされながら一緒にやっていました。今回

は 4，5歳児の混合チームを作りどの子も主戦力として戦った

ため、負けると今までよりショックが大きいのか泣いてしまう

姿もありました。うまくいかなくても「次のゲームでまた一生

懸命頑張る」という子もいました。終わると「楽しかった！ま

たやりたいね」と友達と話していました。様々な気持ちを経験

し,友達と協力する楽しさを味わえるよう楽しい遊びや活動の

機会を作っていきたいと思います。 

 

 

スズラン組（０歳児クラス） 

初めての保育園生活にも少しずつ慣れ、保育士と目を合わせると「あー」といって、にっこり笑顔を見せてくれることが増え

てきました。保育士が抱っこをしながら近くにある遊具で遊ぶとそれをじっと見て手を伸ばして触ったり、舐めたり、打ち鳴ら

したりなど様々な遊び方を試しています。そして少しずつ保育士から離れ自分でも遊び始めます。嬉しそうな表情で振り向いた

時に保育士が「じょうずじょうず」「あったね～」など気持ちに共感すると、違う遊具にも手を伸ばしています。安心できる環境

の中で子どもたちの気持ちに寄り添いながら心地よく過ごせるようにしていきたいと思います。 

                

 

 

 


